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（午後１時３０分） 

◎開議宣言 

○議長（小原 仁君） 皆様、大変ご苦労さまです。 

昨日まで決算審査特別委員会、精力的にご審議をいただき、大変ありがとうござい

ます。 

 それでは休会を解き、令和７年第３回枝幸町議会定例会を再開いたします。本日の

会議を開きます。 

 出欠の状況についてご報告を申し上げます。ただいまの出席議員は 11 名全員でご

ざいます。定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

 それでは議事日程に従いまして会議をとり進めさせていただきます。 

（開議 午後１時３１分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

７番石川 勝議員、８番遠山修議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 認定第１号 ～ 日程１０ 認定第９号 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 認定第１号 令和６年度枝幸町一般会計歳入歳出

決算認定についてから、日程第 10 認定第９号 令和６年度枝幸町国民健康保険病

院事業会計決算認定についてまでの９件の認定案件は、本定例会において、決算審査

特別委員会に審査付託された事件であります。 

 この９件の認定案件は、休会前より引き続き一括議題として審議したいと思います。 

 本件については、休会中に決算審査特別委員会が開催され、審議が終了しておりま

すので、委員長の報告を求めます。 

 小林正浩決算審査特別委員長登壇のうえ、報告願います。 

 小林決算審査特別委員会委員長。 

（決算審査特別委員長小林正浩君 登壇） 

○決算審査特別委員長（小林正浩君） それでは、決算審査特別委員会の決算審査報

告を申し上げます。 

 第１日目。  

 開催日 令和７年９月 16 日。 

 出席委員数 10 名。 

 場所 枝幸町議会議場。 

 出席委員 委員長小林、石川副委員長、秋川委員、村上委員、遠山委員、野口委員、

徳保委員、清水委員、渡辺委員、岩谷委員。 

 地方自治法第 105 条の規定による出席 小原議長。 

 委員会条例第 19 条の規定による出席者 村上町長、今井副町長、小川教育長、総

務課、企画課、 財政課、税務課、情報課、町民課、保健福祉課、農林課、水産商工

課、観光課、建設課、水道課、会計課、歌登支所、学校教育課、社会教育課、国保病

院事務局、農業委員会事務局、以上関係職員。 

 柳原代表監査委員。 

 議会事務局 桔梗事務局長、白潟主幹 
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 付議した事件 令和７年９月 16 日開会の第 3 回定例会において、決算審査特別委

員会に付託された事件。 

 認定第１号 令和６年度枝幸町一般会計歳入歳出決算認定について。 

認定第２号 令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て。 

認定第３号 令和６年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて。 

認定第４号 令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について。 

認定第５号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計歳入歳出決算認定について。 

認定第６号 令和６年度枝幸町水道事業会計決算認定について。 

認定第７号 令和６年度枝幸町簡易水道事業会計決算認定について。 

認定第８号 令和６年度枝幸町下水道事業会計決算認定について。 

認定第９号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計決算認定について。 

 町長の概要説明、代表監査委員の審査報告、認定第１号 令和６年度枝幸町一般会

計歳入歳出決算に係る担当課長の説明を行って終了。 

 第２日目。 

 開催日 令和７年９月 17 日。 

 委員出席数 10 名。 

 場所 枝幸町議会議場。 

 出席委員 委員長小林、石川副委員長、秋川委員、村上委員、遠山委員、野口委員、

徳保委員、清水委員、渡辺委員、岩谷委員。 

 地方自治法第 105 条の規定による出席 小原議長。 

 委員会条例第 19 条の規定による出席者 村上町長、今井副町長、小川教育長、総

務課、企画課、財政課、税務課、情報課、町民課、保健福祉課、農林課、水産商工課、

観光課、建設課、水道課、会計課歌登支所、学校教育課、社会教育課、国保病院事務

局、農業委員会事務局、以上関係職員。 

 柳原代表監査委員。 

 議会事務局 桔梗事務局長、白潟主幹。 

 付議した事件 令和７年９月 16 日開会の第 3 回定例会において、決算審査特別委

員会委員会に付託された事件。 

 認定第１号 令和６年度枝幸町一般会計歳入歳出決算から、認定第９号 令和６年

度枝幸町国民健康保険病院事業会計決算まで終了。 

 令和７年度第３回定例会で付託された令和６年度一般会計、４件の特別会計及び４

件の企業会計の決算に関する件つきまして、その審査経過と結果について報告申し上

げます。 

 本委員会は、令和７年９月 16 日に設置、同日に開催し、町長から決算概要につい

て、代表監査委員から審査報告についてそれぞれ説明を受け、その後、決算内容の審

査に入り、質疑を行った結果、9 月 17 日に全日程を終了いたしました。 

 以下、一般会計、特別会計及び公営企業会計の決算に関する審査で、主な事項を申

し上げます。 

 令和６年度の各会計決算審査方法は、一般会計について、歳出は款ごとに五つの部

門に区分して質疑、歳入は一括の質疑、最後に、歳入歳出全般にわたっての質疑。 
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特別会計については、歳入歳出全般の質疑、公営企業会計については、決算全般の

質疑を行いました。 

 一般会計における主な質疑について、１款議会及び会費から２款総及び務費では、

おためし地域おこし協力隊推進事業の成果、及び参加人数が減少している中での事業

の活用に対する町の考え方について。情報システム標準化事業の内容及び効果、及び

標準化後の維持管理費用の見込みについて。防犯対策経費の LED 照明借上に対する代

替方法の有無、及びリース契約終了後の対応について。デジタル防災行政無線からの

音声が聞き取れない実情における町としての施設活用の期待度について。デジタル防

災行政無線を最大音量にした実験の実施について。町有財産等管理経費における各施

設解体工事費用の内訳、及び施設解体後の土地の活用方法について。結婚新生活支援

事業の予算額に対して決算額が少ない理由、及び当町における昨年度の結婚件数と当

事業の活用件数の比較割合について。多文化共生推進事業の活動の成果、及び担当嘱

託職員退職後のサポート体制について。公園遊具等整備事業の内容、及び施設整備に

係る今後の取組みについて。 

３款民生費から４款衛生費では、民生委員の現在の人数での活動に対する町として

の認識について。介護福祉士資格取得研修費助成金の活用件数に対する町としての認

識について。外国人介護福祉人材育成支援事業について、昨年度、町内事業所に外国

時介護人材の割り当てがなかった理由について。今後の外国人介護人材の受け入れに

対する考え方、及び外国人介護人材の人員が減少している現状に対する町としての対

応について。ゼロカーボン推進事業委託料の内容と事業効果について。ゼロカーボン

推進事業における施設整備の今後の動向について。成年後見人制度利用推進事業にお

ける中核機関の役割、及び中核機関委員の構成について。成年後見人制度における後

見人となる方への講習会参加促進について。こども家庭センター長の役割の評価につ

いて。 

５款労働費から７款商工費では、林業担い手総合対策事業補助金額が前年度と比べ

て減額となった理由、及び今後の方向性について。 

８款土木費から９款消防費では、除雪委託料が前年度と比べて増額となった理由、

及び大雪や吹雪時における除雪体制について。 

10 款教育費から 14 款予備費では、社会教育委員活動が停滞している状況に対する

認識について。中学校課外授業経費の内訳について。オホーツクミュージックえさし

管理運営の評価について。 

 歳入全般では、町税滞納額に係る不納欠損処分について。町外転出滞納者の対応に

ついての質疑がなされました。 

 特別会計における主な質疑について、国民健康保険事業特別会計では、特別調整交

付金及び道２号交付金が前年度と比べ減額となった理由についての質疑がなされまし

た。 

 公営企業会計における主な質疑について、水道事業会計では、給水停止処分実績の

有無、及び給水停止予告件数について。年間有収水量率が低い要因について。 

国民健康保険病院事業会計では、看護師確保の取り組みについて。キャッシュレス

決済導入の意向について。不採算地区病院の運営に要する経費などの一般会計繰入金

に対する考え方についての質疑がなされました。 

 決算審査特別委員会としましては、以上の議論を踏まえ、令和６年度各会計決算に
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ついては、当町の基幹産業である農林水産業の振興をはじめ、移住定住対策、物価高

騰対策、子ども・子育て支援、福祉・介護・医療政策など、多種多様な行政ニーズに

対応した積極的かつ効果的な事務事業の執行であったと認められます。 

 一般会計決算の歳入総額は 133 億 1,514 万 2,580 円、歳出総額は 132 億 1,294 万

8,365 円。特別会計決算の歳入総額は 23 億 5,537 万 1,085 円、歳出総額は 23 億

5,048 万 1,151 円。公営企業会計決算の事業収益合計は 28 億 4,582 万 9,827 円、

事業費用合計は 27 億 4,650 万 1,175 円でありました。 

 その中で、一般会計の歳入では、町税や地方交付税、ふるさと未来応援寄附金など、

主要な財源の収入済額が前年に比べ減少し、財政調整基金をはじめとした各種基金の

繰入れ、町債借入れの増額などによる予算執行でありました。 

 よって、町税やふるさと未来応援寄附金などの自主財源の確保を図るなど、より一

層、安定的な財政運営が望まれます。 

 また、未納額については、一般会計は 5,785 万 4,377 円、特別会計は 2,988 万

1,599 円、公営企業会計は 1,299 万 8,691 円と年々増加傾向にあります。 

 未納額の収納にあたっては、各関係課職員の徴収努力は認められますが、町税等収

納向上対策本部会議の機能を十分に発揮され、より一層の滞納処分の強化を図り、滞

納者への訪問や面談などを積極的かつ継続的に行うなど、関係課職員が一丸となって

連携し合いながら、収納向上に努めていただきたいと存じます。 

 枝幸町を取り巻く情勢は、急速な人口減少や、少子高齢化の進行をはじめ、頻発す

る自然災害、気候の変動による農林水産業への影響、老朽化が進む水道や下水道など

の施設更新や、公共施設の再配置、国保病院の持続的な運営など、これまでにも増し

て多様化する幅広い行政課題に対応していかなければいけません。 

 また、物価の高騰による住民生活や地域経済への影響が長期化し、未だに改善が見

通せない状況が続いています。 

 このような厳しい情勢でありますが、枝幸町まちづくり計画をはじめとする各種計

画に基づきながら、枝幸町中期財政計画との整合性を図りつつ、ふるさと未来を応援

基金の有効活用など、理事者の指導のもと全職員の英知を結集し、健全な財政運営の

推進を念頭に置きながら、住民福祉の向上や地域産業の振興などに努めていただきた

いと存じます。 

 なお、本付託案件である認定第１号から認定第９号までの各会計決算認定について

は、いずれも原案の通り認定すべきものと決定したことをご報告申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で委員長報告が終わりました。 

お諮りいたします。認定第１号から認定第９号までの質疑・討論を省略したいと思

いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。質疑・討論を省略いたします。 

 これから採決に入りますが、認定第１号から認定第９号までの認定案件９件の委員

長報告は、認定すべきものとのことであります。 

 この９件の認定案件を一括して採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

認定第１号から認定第９号までの９件の認定案件は、一括して採決することに決定
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いたしました。 

 お諮りいたします。 

認定第１号 令和６年度枝幸町一般会計歳入歳出決算認定について。 

認定第２号 令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て。 

認定第３号 令和６年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて。 

認定第４号 令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について。 

認定第５号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計歳入歳出決算認定について。 

認定第６号 令和６年度枝幸町水道事業会計決算認定について。 

認定第７号 令和６年度枝幸町簡易水道事業会計決算認定について。 

認定第８号 令和６年度枝幸町下水道事業会計決算認定について。 

認定第９号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計決算認定について。 

以上の９件の認定案件は、委員長の報告どおり、認定することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第９号までの９件の認定案件は、認定することに

決定されました。 

 

◎日程第１１ 報告第６号 

○議長（小原 仁君） 日程第 11 報告第６号 令和６年度枝幸町健全化判断比率

及び枝幸町資金不足比率について、報告を願います。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 31 ページでございます。 

 報告第６号 令和６年度枝幸町健全化判断比率及び枝幸町資金及び不足比率につい

て。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第 22 条第１項の規定

により、健全化判断比率及び資金不足比率を、別紙監査委員の意見書を添えて報告す

る。 

令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律、いわゆる財政健全化法では、健全であ

るかどうかを判断する比率として、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比

率、将来負担比率の四つの指標に加え、公営企業等の資金の状態を表す指標として、

資金不足比率を算定し、それぞれ監査委員の審査に付し、その意見をつけて議会に報

告するとともに、公表することとされております。 

 令和６年度の各指標につきましては、監査委員による審査を８月４日に受け、９月

２日に各審査意見書の提出をいただきましたことから、議会に報告するものでござい

ます。 

 まず、健全化判断比率の一つ目、実質赤字比率でございます。 

 実質赤字比率は、実質赤字が標準財政規模に占める割合を示すものであり、一般会



- 8 - 
 

計が対象となります。黒字決算であることから、実質赤字額はなく、比率の数値はご

ざいません。 

 二つ目の連結実質赤字比率につきましては、一般会計のほか、特別会計や企業会計

を含めた全ての会計を対象とした実質赤字額や資金不足額の合計が、標準財政規模に

占める割合を示す比率でございますが、全会計において、実質赤字額や資金不足額が

ないことから、連結実質赤字額はなく、これも比率の数字はございません。 

 三つ目の実質公債費比率につきましては、地方債の元利償還金等が標準財政規模に

占める割合を示すものでございます。直近３ヶ年の平均でございまして、9.2%であり、

早期健全化基準の 25%を下回っております。前年度は 9.5 パーセントであり、0.3 ポ

イント減少しております。 

 四つ目の将来負担比率につきましては、地方債残高や債務負担行為に基づく支出予

定額等の将来負担額が標準財政規模に占める割合を示すものでございます。充当可能

財源が将来負担額を上回ったことから、比率の数字はございません。 

 次に、公営企業等に係る資金不足比率でございますが、これは事業の規模に対する

資金の不足額を示すものでございます。水道事業を始めとする五つの企業会計等全て

におきまして、資金不足は発生しておりません。したがいまして、資金不足比率の数

値はございません。 

 以上のとおり、財政健全化法で規定された全ての指標について、健全であり、赤字

となる数字はなく、法で定める基準を下回っておりますことをここに報告させていた

だきます。 

 今後につきましても、これら健全化判断比率等の数値を注視しながら、長期的な展

望に立ち、限られた財源の有効活用と効率的、効果的な財政の運営執行に努めてまい

りますので、ご理解をお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第１２ 報告第７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 報告第７号 放棄した債権の報告について、報

告願います。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

〇水道課長（桜井勝浩君） 議案書 32 ページでございます。 

 報告第７号 放棄した債権の報告について。 

 枝幸町債権管理条例第 15 条第１項の規定に基づき、町の債権について、下記調書

のとおり放棄したので、第 16 条の規定により報告する。 

 令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

 債権放棄調書でございます。 

 債権放棄年月日は、令和７年３月 31 日。債権の名称は、水道料及び簡易水道料で、

２件でございます。 

 １件目は水道料で、債権放棄の事由は、枝幸町債権管理条例第 15 条第１項第３号

該当。令和６年度の放棄した債権は、１件９期の２万 3,300 円。 

 ２件目は簡易水道料で、債権放棄の事由は、枝幸町債権管理条例第 15 条第１項第
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３号該当。令和６年度の放棄した債権は、１件６期の１万 4,586 円。 

 合計は、２件 15 期の３万 7,886 円でございます。 

 今回放棄した債権につきましては、２件とも個人名義の給水契約で、相続放棄によ

る債務者不存在でございまして、条例の規定に基づき債権を放棄したものでございま

す。 

 以上、大変簡単ではございますが、報告とさせていただきます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第１３ 報告第８号 

〇議長（小原 仁君） 日程第 13 報告第８号 放棄した債権の報告について、報

告願います。 

病院事務局長。 

（病院事務局長神尾尚人君 登壇） 

〇病院事務局長（神尾尚人君） 議案書 33 ページでございます。 

 報告第８号 放棄した債権の報告について。 

 枝幸町債権管理条例第 15 条第１項の規定に基づき、町の債権について、下記調書

の通り放棄したので、第 16 条の規定により報告する。 

 令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

 今回の放棄した債権の内容につきましては、診療費を負担すべき患者が死亡した後、

相続人も死亡したことにより相続人が不存在になったことから、条例の規定に基づき

債権を放棄したものでございます。 

 それでは、議案中段の債権放棄調書をご覧ください。 

 債権放棄年月日は、令和７年３月 31 日。債権の名称は診療費。 

 債権放棄の事由は、枝幸町債権管理条例第 15 条第１項第３号該当の相続人不存在

が、令和４年度分の１件、２回、１万 4,709 円で、計も同じとなっております。 

以上、報告といたします。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第１４ 報告第９号 

〇議長（小原 仁君） 日程第 14 報告第９号 寄附採納について、報告願います。 

総務課長。 

（総務課長高瀨雅之君 登壇） 

〇総務課長（高瀨雅之君） 議案書 34 ページでございます。 

 報告第９号 寄附採納について。 

 寄附採納について、次のとおり報告する。 

 令和７年９月 16 日提出 枝幸町長。 

 今回は、一般寄附３件を報告します。 

 １件目、寄附者氏名、札幌市白石区北郷４条５丁目 13 番 22 号、松永晃典様。 

 寄附の種類は、土地、枝幸郡枝幸町宇遠内 1108 番２、宅地 165.28 ㎡、他３筆で

ございます。 
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 寄附年月日は、令和７年７月８日です。 

 ２件目、寄附者氏名、枝幸郡枝幸町歌登東歌登 400 番地９、開地 保様です。 

 寄附の種類は、土地、枝幸郡枝幸町歌登東歌登 832 番 10、公衆用道路 1,912 ㎡、

他３筆でございます。 

 寄附年月日は、令和７年９月 3 日です。 

 ３件目、寄附者氏名、枝幸郡枝幸町歌登東歌登 464 番地６、匹田重信様です。 

 寄附の種類は、土地、枝幸郡枝幸町歌登東歌登 374 番４、公衆用道路 510 ㎡、他

７筆。 

 寄附付年月日は、令和７年９月３日です。 

 以上、内容を説明いたしましたが、ご寄附をいただきました皆様に、この場をお借

りいたしまして厚くお礼を申し上げ、報告をさせていただきます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第１５ 閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 

〇議長（小原 仁君） 日程第 15 閉会中の所管事務調査の実施に係る各委員長報

告書並びに監査委員から例月出納検査の報告書が、それぞれ資料配付のとおり議長宛

てに提出されています。 

 また、今定例会以降の閉会中の継続調査の申し出については、各常任委員長及び議

会運営委員長から所管事務調査として、それぞれ議長あてに提出がありましたので、

申し出のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、閉会中の継続調査の申し出のとおり決定いたしました。 

 

◎閉会宣言 

○議長(小原 仁君)  これで本定例会の会議に付された事件は全て議了をいたしま

した。 

会期は１日残っておりますが、会議規則第７条の規定により、本日で閉会したいと

思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

本定例会は、本日で閉会することに決定いたしました。 

今、日本中で皆さん気にしているのは、やはり総理、総裁が誰になるかということ

だろうというふうに思います。誰になるかわかりませんけども、その方によって、日

本の方向性も多少変わるのかなという気も致します。 

今、それでも国民の皆さんが一番注目しているのは、やはり物価高の問題であろう

と思います。 

夏場なども電気代を節約して熱中症になられた方とか、これから北海道も寒い季節

になりますので、ガス代、灯油、電気代もみんなあの高止まりしているものばかりで

ございますので、まず、高齢者の方が暖房を経済して、大変な思いをしなきゃいいな

というふうに思います。 
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それぞれ、年末に向かって大変なこともあるでしょう。短い秋が速やかに過ぎまし

て、また冬が来ます。皆さんも体調に留意されながら、年末まで議員活動を続けてい

ただきたいというふうに思います。 

これで本日の会議を閉じます。 

令和７年第３回枝幸町議会定例会を閉会いたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

 

（閉会 午後 ２時０４分） 
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